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POLARBEARは初期宇宙のインフレーションの解明などを目標とする、宇宙マイクロ波背景放射 (CMB)の
地上偏光観測実験である。Simons Arrayはその後継として準備が進められており、観測に適した南米チリのアタ
カマ高地で高感度な超伝導転移端検出器を 7588個搭載する受信器を計 3台使用し、複数波長帯での観測を計画し
ている。POLARBEAR-2aはその受信機のうち最初の 1台で、2018年に現地でのコミッショニング作業が開始し
た。講演のテーマは黒体輻射を利用した較正光源、スティミュレーターと検出器の較正についてである。本装置
は望遠鏡に恒久的に設置されている較正装置であり、セラミックヒーターからの放射をチョッパーで変調し、副
鏡にある小さい穴から受信器に放出する。これをもとに検出器の応答の大きさ、遅延時定数を評価することがで
きる。観測の前後に較正を行って、本観測時の検出器の特性を較正する目的のほか、受信器の較正運転の際にス
ティミュレーター信号を常時入射することで、連続的に検出器の応答を監視することも可能である。
講演では本光源装置の基礎的な開発結果と、惑星観測と併用した試験との組み合わせによる受信器の性能評価。

連続運転による検出器監視手法の開発状況について報告をおこなう。


